
●　略年表（旧石部町）

明治36年（1903年） 　６月

大正８年（1919年） 　７月

大正10年（1921年） 　１月

大正12年（1923年） 10月

昭和７年（1932年） 12月

昭和14年（1939年） 　３月

昭和18年（1943年） 　２月

昭和22年（1947年） 　９月

昭和23年（1948年）

10月

昭和25年（1950年）

　７月

昭和26年（1951年） 　７月

昭和27年（1952年） 　４月

　７月

10月

昭和28年（1953年） 　５月

昭和29年（1954年）

　８月

　９月

昭和31年（1956年） 11月

昭和32年（1957年） 　４月

10月

昭和33年（1958年） 　１月

　８月

昭和34年（1959年）

　４月

昭和38年（1963年） 　４月

昭和41年（1966年） 　７月

　９月

10月

昭和43年（1968年）

昭和44年（1969年） 　３月

　７月

10月

昭和45年（1970年） 　７月

大正15年（1926年） 三雲・石部間に定期バス開通（昭和７年国鉄バスに変わる）

　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　月 で　　　　　　き　　　　　　ご　　　　　　と

石部町誕生（人口3,436人）　　町制施行後県で12番目の町

明治40年（1907年） 関西鉄道が国鉄に買収、草津線となる（現ＪＲ草津線）

明治42～43年（1909～1910年） 野洲川中郡橋建設（県費）

明治45年（1912年） 石部に電灯がつく

水口区裁判所石部出張所を小島本陣跡内に設置

井上敬之助氏「江州日日新聞」を創刊

東寺・西寺に電灯がつく

草津亀山間に省営（国鉄）バス開通、本石部駅設置

石部町警防団結成

石部町健康保健組合創設

石部町消防団結成

　１月
石部町婦人会結成

石部巡査部長派出所設置

　４月
石部町農業共同組合設立

石部町国民健康保険組合発足（町営）

第１回町民運動会開催

　５月
各種学校令により石部町立石部補習学校開校

（昭和２９年５月に石部実践高等学院に改称）

石部保育所開設

石部小学校敷地内に石部町公民館設置

石部頭首工竣工野洲ダム完成

町報第１号発行（４月１日）

全国一斉に住民登録実施（７月１日）

国道１号線開通

石部公民館新築（現石部小学校敷地内）

石部町営仲町住宅建設

　４月
大津法務局石部出張所を大字石部字位野へ移転

石部町営鵜の目住宅建設

石部頭首工完成

昭和35年（1960年） 石部町営東谷住宅建設

昭和30年（1955年） 石部町立石部小学校全面改築

東寺に簡易水道完成（昭和32年４月供用開始）

石部に簡易水道完成

草津線ディーゼル車運転

西寺に名神高速道路苗圃開設

（現日本道路公団緑化試験場）

宮の森古墳発掘調査

石部町営岡出住宅建設

西寺に簡易水道完成

（昭和36年４月、町全域が上水道事業に変更）

石部町営宮の森住宅建設

昭和36～38年（1961～1963年） 石部町営宮の森住宅建設

石部町が都市計画区域に指定される

昭和39～42年（1964～1967年） 石部町営東寺住宅建設

昭和40年（1965年） 石部町営東河原浄水場建設

石部町体育館建設

石部町公民館竣工

石部町役場移転

東・西寺分校（明治６年４月、詳議学校として開校）が廃止、石部小学校に統合（93年の幕を閉じる）

石部町営大塚住宅建設

石部町立石部小学校増築

石部町営西寺浄水場建設

石部町営東寺住宅建設

石部局電話がダイヤル式自動電話となる

石部町立阿星児童館開設

石部町都市計画策定（人口6,291人）

石部町営西寺浄水場ポンプ所新設
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